
（参考）H29年度実施状況 H30年度実施状況【実績】 今後（H31年度）の予定

①建設業のイメージアップ、建設
労働に対する理解の促進

・建設労働者確保育成助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を
促進するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）(11月末現在)】
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470円）

・建設労働者確保育成助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を
促進するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）(11 月末現在)】

・引き続き実施

②建設業の魅力の発信、その喚
起のための取組

・建設労働者確保育成助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を
促進するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）(11月末現在)】（再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）

・人材確保等支援助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を促進
するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）(11月末現在)】（再掲）

・若年者の建設業に対する理解や入職促進を図るため、高等学校（工
業科、普通科）や高等専門学校の先生・生徒と建設業界が　つながる機
会をつくる「建設業の「つなぐ化」コース」を新たに実施　実施回数：66回
（30年度実績見込み）

・引き続き実施

・引き続き実施

③適切な職業選択のための取組
の促進や職業能力の開発・向上
及び自立の促進

・新規学校卒業段階でのミスマッチによる早期離職を解消し、若者が充
実した職業人生を歩んでいくための積極的な職場情報の提供
【若者雇用促進総合サイトに職場情報を掲載している建設企業の数：
1838社（1月末現在）】
※確定値　若者雇用促進総合サイトに職場情報を掲載している建設企
業の数：1,922社

・新規学校卒業段階でのミスマッチによる早期離職を解消し、若者が充
実した職業人生を歩んでいくための積極的な職場情報の提供
【若者雇用促進総合サイトに職場情報を掲載している建設企業の数：
408社（1月末現在）】

・引き続き実施

④ハローワークによるマッチング
支援

・建設労働者が不足している地域の主要なハローワークにおいて、建設
関連職種の未充足求人へのフォローアップの徹底等を内容とする「建設
人材確保プロジェクト」を実施

・全国の主要なハローワークに人材確保支援の総合窓口となる「人材確
保対策コーナー」を設置し、建設関連職種を含めた人材不足分野の未
充足求人へのフォローアップの徹底等人材確保支援を実施

・引き続き実施

⑤若年労働者を育成する職場風
土の醸成のための支援

・雇用管理研修（コミュニケーションスキル等の向上コース）を実施
【実施回数70回　受講者数1,483人】（H29実績）

・雇用管理研修（コミュニケーションスキル等の向上コース）を実施
【実施回数64回　受講者数1,138人】（H30実績見込み）

・引き続き実施

第９次建設雇用改善計画の実施状況について

項目

１　若年者等の建設業への入職・定着促進による技能労働者の確保・育成

（１）若年労働者の確保・育成

資料１－２
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⑥体系的な処遇改善を始めとした
雇用管理改善の推進、資格・教育
訓練・処遇等を関連づけたキャリ
アパスの検討

・職場定着支援助成金、建設労働者確保育成助成金による雇用管理改
善の取組に対する支援
【雇用管理制度コース　助成件数：52件（支給金額：28,000千円）（11月
末現在）】※確定値　助成件数：６１件（支給金額：33,600,000円）

・雇用管理制度導入に係るコンサルティング支援

・建設労働者確保育成助成金によるキャリアパスモデルの作成等の取
組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）（11月末現在）】 （再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）

・人材確保等支援助成金による雇用管理改善の取組に対する支援
【雇用管理制度コース　助成件数：11件（支給金額：4,000千円）（11月末
現在）】

・雇用管理制度導入に係るコンサルティング支援

・人材確保等支援助成金によるキャリアパスモデルの作成等の取組に
対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）（11月末現在）】 （再掲）

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

①仕事と家庭の両立や女性の
キャリアアップ促進のための就労
環境の整備、男女別トイレの設置
等職場環境整備のための支援

・パパ・ママ育休プラスなど、男性が育児休業を取得しやすい制度の周
知

・優れた取組を行う企業を表彰する「イクメンプロジェクト」の実施

・次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」としての厚
生労働大臣の認定（くるみん認定）の取得促進

・男性労働者の育児休業取得促進に取り組む企業に対する助成金の支
給、育児・介護休業法に基づくハラスメント防止措置の徹底

・建設労働者確保育成助成金による女性専用トイレ・更衣室等の整備
への支援【建設労働者確保育成助成金（女性専用作業員施設設置コー
ス）助成件数：2件（支給金額:169千円）（11月末現在）】
※確定値　助成件数：6件（支給金額：774千円）

・パパ・ママ育休プラスなど、男性が育児休業を取得しやすい制度の周
知

・男性の育児と仕事の両立に向けて優れた取組を行う企業を表彰する
「イクメン企業アワード」の実施（イクメンプロジェクト）
・次世代育成支援対策推進法に基づく「子育てサポート企業」としての厚
生労働大臣の認定（くるみん認定）の取得促進

・男性労働者の育児休業等取得促進に取り組む企業に対する助成金の
支給、育児・介護休業法に基づくハラスメント防止措置の徹底

・人材確保等支援助成金による女性専用トイレ・更衣室等の整備への
支援【作業員宿舎等設置助成コース　助成件数：6件（支給金額:1,004千
円）（11月末現在）】

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

②女性の入職の促進 ・建設労働者確保育成助成金による女性労働者の入職や定着の促進
に関する取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）(11月末現在)】（再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）

・建設労働者確保育成助成金によるトライアル雇用に対する支援
【若年・女性労働者向けトライアル雇用助成コース　助成件数：138件（支
給金額：15,060千円）(11月末現在)】
※確定値　助成件数：404件（支給金額：44,870円）

・「女性の活躍推進企業データベース」のスマートフォン版の運用を開始
するとともに、未登録企業への登録を促進

・人材確保等支援助成金による女性労働者の入職や定着の促進に関
する取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）(11月末現在)】（再掲）

・トライアル雇用助成金によるトライアル雇用に対する支援
【若年・女性建設労働者向けトライアル雇用助成コース　助成件数：471
件（支給金額：52,791千円）(11月末現在)】

・建設業への入職の促進も含めて、女性求職者等が企業情報を収集し
企業選択ができるよう、「女性の活躍推進企業データベース」のスマート
フォン版を含めた運用や検索機能の充実

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き、建設業への入職
の促進も含めて,女性求職者
等の企業選択に資するよう、
「女性の活躍推進企業デー
タベース」の機能の充実及び
利便性の向上を図る。

（２）女性労働者の活躍の促進
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③女性の活躍促進、男女の均等
な雇用機会の確保、不利益取扱
の防止等

・男女雇用機会均等法の履行確保のため、事業主への指導、法律に関
する相談、労働者と事業主間の紛争解決の援助等を実施

・女性活躍推進法に基づく女性活躍推進企業としての厚生労働大臣の
認定（えるぼし認定）の取得促進等、女性活躍推進法の履行確保を行う

・男女雇用機会均等法の履行確保のため、事業主への指導、法律に関
する相談、労働者と事業主間の紛争解決の援助等を実施

・女性活躍推進法に基づく女性活躍推進企業としての厚生労働大臣の
認定（えるぼし認定）の取得促進等、女性活躍推進法の履行確保を行う

・引き続き実施

・引き続き実施

.・女性活躍推進法に基づく
女性の活躍に関する行動計
画の策定、情報公表の義務
の範囲を常用労働者101人
以上の事業主に拡大する等
の改正法案を今国会に提出

④坑内労働に係る女性の就労の
拡大について適宜検討

・坑内業務の就業制限範囲について現時点において特段見直しの必要
性なし

・女性が妊娠中の場合及び産後一年を経過しない女性について坑内で
行われる業務に従事しない旨を使用者に申し出た場合は、母性保護措
置として業務に従事させてはならない旨を周知

・坑内業務の就業制限範囲について現時点において特段見直しの必要
性なし

・女性が妊娠中の場合及び産後一年を経過しない女性について坑内で
行われる業務に従事しない旨を使用者に申し出た場合は、母性保護措
置として業務に従事させてはならない旨を周知

就業拡大、妊娠中及び産後
一年を経過しない女性への
対応について、必要性があ
れば適切に検討し対応

①定年の引き上げ、継続雇用制
度導入等の周知・指導

・各労働局・ハローワークにおいて継続雇用制度導入等の措置義務の
実施に関する指導・助言
【建設業における雇用確保措置の実施状況：99.6％（全国の常時雇用す
る労働者が31人以上の企業）】

・各労働局・ハローワークにおいて継続雇用制度導入等の措置義務の
実施に関する指導・助言
【建設業における雇用確保措置の実施状況：99.8％（全国の常時雇用す
る労働者が31人以上の企業）】

・引き続き実施

②高年齢労働者の活用、適切な
雇用管理

・（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構において、事業主に対して、高
年齢者雇用アドバイザーによる高齢従業員に係る雇用管理の改善等に
関する相談・助言等を実施

・65歳超雇用推進助成金による定年の引上げ等の実施や高年齢従業
員の雇用環境等の整備等の取組に対する支援

・（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構において、事業主に対して、高
年齢者雇用アドバイザー等による高齢従業員に係る雇用管理の改善等
に関する相談・助言等を実施

・65歳超雇用推進助成金による定年の引上げ等の実施や高年齢従業
員の雇用環境等の整備等の取組に対する支援

・引き続き実施

・引き続き実施

（３）高年齢労働者の活躍の促進
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①雇用関係の明確化に向けた取
組

・雇用管理研修の実施による雇い入れから退職に至るまでの雇用管理
に必要な知識の習得支援
【雇用管理研修（雇用管理基礎講習コース）受講者数6,415人（H29実
績）】

・雇入通知書の交付等による労働条件の明示について、各都道府県労
働局で実施している「建設雇用改善推進会議」等の会議での周知

・定期監督等において労働基準法第15条違反に係る是正指導

・雇用管理研修の実施による雇い入れから退職に至るまでの雇用管理
に必要な知識の習得支援
【雇用管理研修（雇用管理基礎講習コース）受講者数5,969人（H30実績
見込み）】
・雇入通知書の交付等による労働条件の明示について、各都道府県労
働局で実施している「建設雇用改善推進会議」等の会議での周知

・定期監督等において労働基準法第15条違反に係る是正指導

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

②いわゆる「一人親方」への対応 ・個別の事例に応じ、労働基準法関係法令に規定する労働者に該当す
るか否かを判断し、該当する場合には、事業主に対して、労働基準法関
係法令の遵守について適切に指導

・一人親方向けに労災特別加入制度の概要や作業時の安全確保に関
するリーフレットを、事業者向けに一人親方に係る労災保険の適用に関
するリーフレットを作成し、関係団体を通じて配布

・個別の事例に応じ、労働基準法関係法令に規定する労働者に該当す
るか否かを判断し、該当する場合には、事業主に対して、労働基準法関
係法令の遵守について適切に指導

・平成29年度に作成した、一人親方向けの労災特別加入制度の概要や
作業時の安全確保に関するリーフレット及び事業者向けの一人親方に
係る労災保険の適用に関するリーフレットを、関係団体を通じて配布

・一人親方に対する安全衛生に関する知識習得支援（安全衛生教育の
実施）

・引き続き実施

・引き続き実施

・安全衛生教育を引き続き実
施するとともに、現場の巡回
指導を実施

③労働者募集・請負の適正実施 ・雇用管理研修の実施による雇い入れから退職に至るまでの雇用管理
に必要な知識の習得支援
【雇用管理研修（雇用管理基礎講習コース）受講者数6,415人（H29実
績）】（再掲）

・「労働者派遣事業・請負を適正に行うためのガイド」の冊子を各都道府
県労働局に配布し、法違反防止の周知啓発

・法違反が疑われる事案については、各局を通じて指導監督を実施

・雇用管理研修の実施による雇い入れから退職に至るまでの雇用管理
に必要な知識の習得支援
【雇用管理研修（雇用管理基礎講習コース）受講者数5,969人（H30実績
見込み）】（再掲）

・「労働者派遣事業・請負を適正に行うためのガイド」の冊子を各都道府
県労働局に配布し、法違反防止の周知啓発

・法違反が疑われる事案については、各局を通じて指導監督を実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

④季節労働者の通年雇用化等の
推進

通年雇用助成金、通年雇用促進支援事業の実施等による季節労働者
の通年雇用を促進、出稼ぎ就労者に対する職業相談･適格紹介の実施

通年雇用助成金、通年雇用促進支援事業の実施等による季節労働者
の通年雇用を促進、出稼ぎ就労者に対する職業相談･適格紹介の実施

・引き続き実施

２　魅力ある労働環境づくりに向けた基盤整備

（１）建設雇用改善の基礎的事項の達成
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⑤長時間労働の改善のための労
使の自主的な取組への重点的な
指導、完全週休２日制の普及に
向けた段階的な取組としての４週
８休制の導入等の促進

・建設労働者確保育成助成金による完全週休２日制度等労働時間の削
減に資する制度の普及等に関する取組の対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）（11月末現在）】（再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）

・改正労働時間等見直しガイドライン（平成29年10月１日適用）の周知

・職場意識改善助成金については、様々な機会を捉えて周知等を行い、
改善事業の取組を支援している。

・「働き方・休み方改善コンサルタント」について、特に時間外労働が長
い事業場や年次有給休暇の取得率が低い事業場に対して、その要因
や改善策の自主的な検討、実施について技術的な支援を行っている。

・人材確保等支援助成金による完全週休２日制度等労働時間の削減に
資する制度の普及等に関する取組の対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）（11月末現在）】（再掲）

・改正労働時間等見直しガイドライン（平成29年10月１日適用）の周知

・時間外労働等改善助成金については、様々な機会を捉えて周知等を
行い、改善事業の取組を支援している。

・「働き方・休み方改善コンサルタント」について、特に時間外労働が長
い事業場や年次有給休暇の取得率が低い事業場に対して、その要因
や改善策の自主的な検討、実施について技術的な支援を行っている。

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・「働き方・休み方改善コンサ
ルタント」について、引き続
き、時間外労働が長い職場
を中心に助言指導を実施す
る。

⑥労働保険・社会保険の一層の
適用促進

・国土交通省と連携した建設業の社会保険未加入対策の実施
（社会保険の加入状況の照会に対する回答、国土交通省からの通報に
より、日本年金機構は加入指導等を実施）

・労働保険の「未手続事業一掃対策」として、関係事業主団体等と連携
した啓発・指導の推進、自主的に保険関係の成立手続を取らない事業
主に対する職権による成立等の手続の実施

・労災保険「特別加入制度のしおり」（中小事業主等、一人親方等、海外
派遣者等）の作成、周知

・国土交通省と連携した建設業の社会保険未加入対策の実施
（社会保険の加入状況の照会に対する回答、国土交通省からの通報に
より、日本年金機構は加入指導等を実施）

・労働保険の「未手続事業一掃対策」として、関係事業主団体等と連携
した啓発・指導の推進、自主的に保険関係の成立手続を取らない事業
主に対する職権による成立等の手続の実施

・労災保険「特別加入制度のしおり」（中小事業主等、一人親方等、海外
派遣者等）の作成、周知

引き続き実施

⑦建退共制度の適正な運営の確
保、加入促進

・過去２年間共済手帳の更新の手続きをしていない共済契約者に対し
共済手帳の更新など適切な措置をとるよう要請、共済契約者に対する
共済証紙の適正な貼付の指導

・受注事業者による「建退共現場標識」掲示の徹底

・個別訪問やダイレクトメール、広報誌等へ記事の掲載、掛金助成等に
よる加入勧奨

・公共事業発注機関に対し、受注事業者からの掛金収納書及び建退共
加入履行証明書徴収の要請

・過去２年間共済手帳の更新の手続きをしていない共済契約者に対し
共済手帳の更新など適切な措置をとるよう要請、共済契約者に対する
共済証紙の適正な貼付の指導

・受注事業者による「建退共現場標識」掲示の徹底

・個別訪問やダイレクトメール、広報誌等へ記事の掲載、掛金助成等に
よる加入勧奨

・公共事業発注機関に対し、受注事業者からの掛金収納書及び建退共
加入履行証明書徴収の要請

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施
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①労働災害防止計画等を踏ま
え、総合的な労働災害防止対策
の推進

・安全衛生優良企業の認定　【建設業　H29実績　１件】

・東日本大震災の復旧・復興工事における安全衛生支援（安全衛生教
育、現場指導等）

・首都圏の建設需要の増加に対応した安全衛生支援（安全衛生教育、
現場指導）
・リスクアセスメントの実施等について指導

・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会施設工事における安
全衛生対策の基本方針を踏まえた取組事例等について大会施設工事
安全衛生連絡協議会での共有、大会施設工事安全衛生推進連絡会に
よる現場パトロールを実施
建設業も含め熱中症予防対策の徹底に関する周知啓発のため、全国
で「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」を５月から９月まで実施
した。

・安全衛生優良企業の認定　【建設業　H30実績　１件】

・東日本大震災の復旧・復興工事における安全衛生支援（安全衛生教
育、現場指導等）

・首都圏の建設需要の増加に対応した安全衛生支援（安全衛生教育、
現場指導）
・リスクアセスメントの実施等について指導

・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会施設工事における安
全衛生対策の基本方針を踏まえた取組事例等について大会施設工事
安全衛生連絡協議会での共有、大会施設工事安全衛生推進連絡会に
よる現場パトロールを実施
建設業も含め熱中症予防対策の徹底に関する周知啓発のため、全国
で「STOP！熱中症　クールワークキャンペーン」を５月から９月まで実施
した。

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

②建築物の解体時等における石
綿対策

・石綿使用建築物等の解体等への指導【2,717件(平成29年)暦年】
※確定値　同上。
・再生砕石への石綿含有産業廃棄物の混入防止等のためのパトロール
の実施【1,667件（平成29年10月分）】
※確定値　同上。

・石綿使用建築物等の解体等への指導【2,562件(平成30年)暦年】

・再生砕石への石綿含有産業廃棄物の混入防止等のためのパトロール
の実施【集計未了】

・引き続き実施

・石綿使用建築物の解体棟
数は、今後さらに増加してい
くと見込まれるため、平成30
年度から対策強化の検討
中。

③墜落転落災害防止対策、雇入
時の健康診断の実施の促進

・建設業における墜落・墜落転落災害防止対策キャンペーンの実施

・手すり先行工法等の「より安全な措置」の導入について安全衛生専門
家による技術的な助言・支援【建設現場 347現場で実施（12末時点）】

・墜落災害防止に関する研修会の実施【受講者数1,939人】

・手すり先行工法等の「より安全な措置」の導入について安全衛生専門
家による技術的な助言・支援【建設現場 362現場で実施（12末時点）】

・墜落災害防止に関する研修会の実施【受講者数2,238人】

・引き続き実施

・引き続き実施

④事業主による健康管理等に係
る措置実施の推進

・健康診断及びその結果に基づく事後措置、長時間労働者への医師に
よる面接指導等、労働者の健康管理等の措置について周知・指導の実
施

・長時間労働者に関する情報等の産業医への提供を事業者に義務付
け（平成29年６月１日 改正労働安全衛生規則施行）

・健康診断及びその結果に基づく事後措置、長時間労働者への医師に
よる面接指導等、労働者の健康管理等の措置について周知・指導の実
施

・労働者の健康管理等に必要な情報の産業医への提供について周知
の実施（平成31年４月１日 改正労働安全衛生法施行）

・引き続き実施

・引き続き実施するとともに、
必要な指導を実施

（２）労働災害防止対策の推進
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⑤メンタルヘルス対策の推進 ・労働局、労働基準監督署において、事業場のメンタルヘルス対策の取
組の促進のための周知、指導の実施

・都道府県産業保健総合支援センターにおける各種支援の実施
　（実績は全業種計、4月～12月末実績）
　　事業場への個別訪問等による労働者の健康確保に関する相談対応
等
　　　　【メンタルヘルス不調者相談　1,351人】※確定値　1,807人
　　　　【産業保健関係者への専門的研修（メンタルヘルス対策関係）
1,141回】※確定値　1,361回
　　　　【管理監督者向けメンタルヘルス教育　2,566回】※確定値　3,522
回
　　　　【若年労働者向けメンタルヘルス教育　674回】※確定値　892回
　　　　【事業者向けセミナー　542回の内数】※確定値　660回
　　　　【事業場へのメンタルヘルス個別訪問支援　5,799件】※確定値
8,066件
　　小規模事業場のストレスチェックの実施等への助成

・ポータルサイト「こころの耳」を通じた、働く人のメンタルヘルスに関する
情報提供、取組事例の収集・公表、メール相談・電話相談の受付、心の
健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引きの周知等

・労働局、労働基準監督署において、事業場のメンタルヘルス対策の取
組の促進のための周知、指導の実施

・都道府県産業保健総合支援センターにおける各種支援の実施
　（実績は全業種計、4月～12月末実績）
　　事業場への個別訪問等による労働者の健康確保に関する相談対応
等
　　　　【メンタルヘルス不調者相談　1,223人】
　　メンタルヘルス対策に関する教育・研修等
　　　　【産業保健関係者への専門的研修（メンタルヘルス対策関係）
1,062回】
　　　　【管理監督者向けメンタルヘルス教育　2,789回】
　　　　【若年労働者向けメンタルヘルス教育　880回】
　　　　【事業者向けセミナー　499回の内数】
　　　　【事業場へのメンタルヘルス個別訪問支援　9,989件】
　　小規模事業場のストレスチェックの実施等への助成

・ポータルサイト「こころの耳」を通じた、働く人のメンタルヘルスに関する
情報提供、取組事例の収集・公表、メール相談・電話相談の受付、心の
健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引きの周知等

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

⑥高齢者の健康管理、適正配置
等の推進

・健康診断及びその結果に基づく事後措置、長時間労働者への医師に
よる面接指導等、労働者の健康管理等の措置について周知・指導の実
施

・長時間労働者に関する情報等の産業医への提供を事業者に義務付
け（平成29年６月１日 改正労働安全衛生規則施行）

・健康診断及びその結果に基づく事後措置、長時間労働者への医師に
よる面接指導等、労働者の健康管理等の措置について周知・指導の実
施

・労働者の健康管理等に必要な情報の産業医への提供について周知
の実施（平成31年４月１日 改正労働安全衛生法施行）

・引き続き実施

・引き続き実施
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①認定職業訓練、技能実習の実
施の促進

・建設労働者確保育成助成金による教育訓練等に係る経費等への助
成
【認定訓練コース、技能実習コース　助成件数：73,136件（支給額：
3,258,112千円）(11月末現在)】
※確定値　助成件数：112,283件（支給金額：4,948,013千円）

・認定訓練助成事業費補助金の要件緩和等を引き続き実施

・中小事業主等に対する職業訓練指導員の派遣、施設設備の貸与等の
実施

・人材開発支援助成金による教育訓練等に係る経費等への助成（若者
や女性労働者を対象に実習を行った事業主に対する助成率引き上げ）
【認定訓練コース、技能実習コース　助成件数：57,309件（支給額：
3,232,417千円）(11月末現在)】

・認定訓練助成事業費補助金の要件緩和等を引き続き実施

・中小事業主等に対する職業訓練指導員の派遣、施設設備の貸与等の
実施

・引き続き実施

・認定訓練助成事業費補助
金の要件緩和等を引き続き
実施
・引き続き実施

②公共職業能力開発施設等にお
ける建設労働者の訓練の実施

・建設労働者確保育成助成金による広域的な職業訓練を実施する職業
訓練法人への助成
【建設広域教育訓練コース　（うち施設設置等経費助成）助成件数：8件
（支給額：86,859千円）(11月末現在)】
※確定値　助成件数：5件（支給金額：304,457千円）
・公共職業訓練（在職者訓練）の実施

・人材確保等支援助成金による広域的な職業訓練を実施する職業訓練
法人等への助成
【人材確保等支援助成金　作業員宿舎等設置助成コース（建設分野）
（うち訓練施設等設置経費助成）0件（H30年度実績見込み）】

・公共職業訓練（在職者訓練）の実施

・引き続き実施

③企業内における実践的な人材
の育成、総合的な技能を習得す
る訓練の実施

・人材開発支援助成金の「特定分野認定実習併用職業訓練」にて引き
続き高率の助成を実施

・公共職業訓練・求職者支援訓練（建設人材育成コース）の実施
【開講コース数：37コース(12月末時点)】
（公共：32コース、求：5コース）

・人材開発支援助成金の「特定分野認定実習併用職業訓練」にて引き
続き高率の助成を実施

・公共職業訓練・求職者支援訓練（建設人材育成コース）の実施
【開講コース数：37コース(12月末時点)】
（公共：32コース、求：5コース）

・人材開発支援助成金の「特
定分野認定実習併用職業訓
練」にて引き続き高率の助成
を実施

・引き続き実施

④資格、教育訓練、処遇を関連づ
けたキャリアパスの検討への支援

・建設労働者確保育成助成金によるキャリアパスモデルの作成等の取
組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）】（再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）
・建設労働者確保育成助成金による登録基幹技能者の処遇向上への
支援
【登録基幹技能者処遇向上コース　助成件数：0件(11月末現在)】
※確定値　助成件数：1件（支給金額：100千円）

・人材開発支援助成金による若年労働者への訓練を実施した場合の訓
練経費等の助成を引き続き実施

・技能検定集中強化プロジェクトの実施

・人材確保等支援助成金によるキャリアパスモデルの作成等の取組に
対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）】（再掲）

・人材確保等支援助成金による登録基幹技能者の処遇向上への支援
（登録基幹技能者の処遇改善に対する助成の支給要件緩和を実施）
【雇用管理制度助成コース　助成件数：11件（支給額：4,000千円）(11月
末現在)】

・人材開発支援助成金による若年労働者への訓練を実施した場合の訓
練経費等の助成を引き続き実施

・技能検定集中強化プロジェクトの実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・人材開発支援助成金によ
る若年労働者への訓練を実
施した場合の訓練経費等の
助成を引き続き実施

・引き続き実施

（１）事業主等の行う職業能力開発の
推進

３　職業能力開発の促進、技能継承
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⑤情報技術の活用能力の向上 ・ものづくり分野におけるICT活用等に関する公共職業訓練（在職者訓
練）の実施

・ものづくり分野におけるICT活用等に関する公共職業訓練（在職者訓
練）の実施

・引き続き実施

⑥多能工化に資する職業訓練の
推進

・建設労働者確保育成助成金による教育訓練等に係る経費等への助
成
【認定訓練コース、技能実習コース　助成件数：73,136件（支給額：
3,258,112千円）(11月末現在)】（再掲）
※確定値　助成件数：112,283件（支給金額：4,948,013千円）

・建設労働者確保育成助成金による教育訓練等に係る経費等への助
成
【認定訓練コース、技能実習コース　助成件数：57,309件（支給額：
3,232,417千円）(11月末現在)】（再掲）

・人材開発支援助成金に統
合の上、若者や女性労働者
を対象に実習を行った事業
主に対する助成率引き上げ
を実施定

○ジョブ・カードの普及促進等を
通じた労働者のキャリア形成の促
進

・キャリアコンサルティングの普及促進
　【キャリアコンサルタント登録者数　32,520人（１月末時点）】
※確定値　登録者数：33,817件

・ジョブ・カード活用の推進
【ジョブ・カード作成者数(全産業) 129,965人(11月末時点)】
※確定値　作成者数：207,732人
・教育訓練給付金の支給対象となる教育訓練講座の指定を実施
【一般教育訓練指定講座数 10,928講座（2月末時点）】
※確定値　一般教育訓練指定講座数：11,299講座
【専門実践教育訓練指定講座数 2,223講座（2月末時点）】
※確定値　専門実践教育訓練指定講座数：2,133講座
※上記指定講座については建設労働者以外の者も受講可能な講座を
含む

・キャリアコンサルティングの普及促進
　【キャリアコンサルタント登録者数　40,417人（１月末時点）】

・ジョブ・カード活用の推進
【ジョブ・カード作成者数(全産業) 163,674人人(11月末時点)】

・教育訓練給付金の支給対象となる教育訓練講座の指定を実施
【一般教育訓練指定講座数 11,546講座（2月末時点）】
【専門実践教育訓練指定講座数 2,175講座（2月末時点）】
※上記指定講座については建設労働者以外の者も受講可能な講座を
含む

・引き続き実施

・引き続き実施

・既存の教育訓練に加え、
H31年10月より、ITスキルな
どキャリアアップ効果の高い
講座を対象とした特定一般
教育訓練の指定を実施。
※上記指定講座については
建設労働者以外の者も受講
可能な講座を含む。なお、建
設関係の講座の例として、各
種重機運転免許講座等があ
る。

①各種大会を通じた技能の魅力・
重要性の啓発

・人材開発支援助成金の職業能力検定制度導入コースにて引き続き助
成

・型枠施工職種（型枠工事作業）に３級を新設

・ものづくり分野の技能検定について、若者の実技試験受検料の減免
措置を実施（29年度後期試験より）

・若年者ものづくり競技大会、技能五輪全国大会の開催、技能五輪国際
大会への参加

・卓越した技能者（現代の名工）の表彰【149人選定】

・ものづくり分野の技能検定について、若者の実技試験受検料の減免
措置を実施

・若年者ものづくり競技大会、技能五輪全国大会の開催

・卓越した技能者（現代の名工）の表彰【150人選定】

・引き続き実施

・若年者ものづくり競技大
会、技能五輪全国大会の開
催、技能五輪国際大会への
参加
・引き続き実施

②熟練技能労働者による技能講
習等

・「ものづくりマイスター」の派遣による若年技能者への実技指導等
【建設関係職種ものづくりマイスター認定者数：延4,969人（１月時点）】
※確定値　認定者数：4,969人
【建設関係職種ものづくりマイスター実技指導実績：64,759人日（1月時
点）】
※確定値　指導実績：70,023人日

・「ものづくりマイスター」の派遣による若年技能者への実技指導等
【建設関係職種ものづくりマイスター認定者数：延5,477人（１月時点）】

【建設関係職種ものづくりマイスター実技指導実績：60,209人日（1月時
点）】

・引き続き実施

（２）労働者の自発的な職業能力開発
の促進

（３）熟練技能の維持・継承及び活用
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③技能やものづくりの魅力に触れ
る機会の創出

・建設労働者確保育成助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を
促進するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：763件
（支給金額：361,481千円）(11月末現在)】（再掲）
※確定値　助成件数：1,107件（支給金額：656,470千円）

・ものづくり体験教室の開催

・職業訓練の成果物の展示や研究発表、体験コーナー等を通じ、ものづ
くりに関する高度で実践的な職業訓練や研究開発の現状を地域の企業
や高校等に公開

・人材確保等支援助成金による建設業の役割・魅力を伝え、理解を促進
するための啓発活動等の取組に対する支援
【若年者及び女性に魅力ある職場づくり事業コース　助成件数：707件
（支給金額：430,133千円）(11月末現在)】（再掲）

・若年者の建設業に対する理解や入職促進を図るため、高等学校（工
業科、普通科）や高等専門学校の先生・生徒と建設業界が　つながる機
会をつくる「建設業の「見える化」・「つなぐ化」コース」を新たに実施　実
施回数：66回（30年度実績見込み）

・ものづくり体験教室の開催

・職業訓練の成果物の展示や研究発表、体験コーナー等を通じ、ものづ
くりに関する高度で実践的な職業訓練や研究開発の現状を地域の企業
や高校等に公開

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

④技能労働者が不足する職種等
についての教育訓練の取組への
支援、高齢者の技能指導方法向
上のための訓練の促進

・建設労働者緊急育成支援事業を引き続き実施
【受講者730名、修了者596名、就職者は集計中（1月30日現在）】
※確定値　受講者1,060名、修了者1,024名、就職者764名
・人材開発支援助成金による熟練技能者の指導力強化、技能承継のた
めの訓練、認定職業訓練を実施した事業主及び事業主団体等に対して
引き続き助成

・建設労働者確保育成助成金による技能継承にかかる指導方法の向
上のための講習の実施に対する支援【技能実習コース　助成件数：
71,879件（支給金額：2,704,564千円）（11月末現在）】
※確定値　助成件数：110,575件（支給金額：4,247,922千円）

・建設労働者緊急育成支援事業を引き続き実施
【受講者749名、修了者590名、就職者は集計中（1月30日現在）】

・人材開発支援助成金による熟練技能者の指導力強化、技能承継のた
めの訓練、認定職業訓練を実施した事業主及び事業主団体等に対して
引き続き助成

・人材開発支援助成金による技能継承にかかる指導方法の向上のため
の講習の実施に対する支援【技能実習コース　助成件数：56,244件（支
給金額：2,699,372千円）（11月末現在）】

・引き続き実施

・人材開発支援助成金によ
る熟練技能者の指導力強
化、技能承継のための訓
練、認定職業訓練を実施し
た事業主及び事業主団体等
に対して引き続き助成

・引き続き実施
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○建設事業主における雇用管理
体制の整備
○事業主団体における効果的な
雇用改善等の推進
○地域の実情を踏まえたきめ細
かな雇用改善の推進
○建設労働者確保育成助成金の
活用等
○関係行政機関相互の連携の確
保等
○雇用改善を図るための諸条件
の整備

・雇用管理研修の実施

・建設労働者確保育成助成金（若年者及び女性に魅力ある職場づくり
事業コース）による地域の実情に応じて事業主団体が計画して取組む
事業への支援

・建設労働者確保育成助成金の制度拡充（若年・女性労働者向けトライ
アル雇用助成コースの新設、技能実習コース居の見直し等）、各種会議
等での周知

・国土交通省における雇用改善に向けた取組（社会保険加入推進、法
定福利費確保のための標準見積書の活用促進等　等

・雇用管理研修の実施

・人材確保等支援助成金（雇用管理制度助成コース、若年者及び女性
に魅力ある職場づくり事業コース）による登録基幹技能者の処遇改善に
対する助成の支給要件緩和、若者や女性労働者を対象に実習を行った
事業主に対する助成率引き上げを実施

・建設労働者確保育成助成金の各コースを人材確保等支援助成金、人
材開発支援助成金、トライアル雇用助成金にそれぞれ整理・統合、各種
会議等での周知

・国土交通省における雇用改善に向けた取組（社会保険加入推進、法
定福利費確保のための標準見積書の活用促進等　等

・引き続き実施

・国土交通省において、雇用
改善に向けた取組（社会保
険加入推進、法定福利費確
保のための標準見積書の活
用促進等）を引き続き実施す
る

○建設業務有料職業紹介事業及
び建設業務労働者就業機会確保
事業の適正な運営の確保等

・建設雇用改善計画を踏まえた新規・更新の許可、計画認定の審査の
実施
【建設業務有料職業紹介事業　新規認定申請団体１団体（H29実績）】

・建設雇用改善計画を踏まえた新規・更新の許可、計画認定の審査の
実施
【建設労働者就業機会確保事業　新規許可企業数　１企業、更新企業
数　３２企業、計画変更認定団体数　５団体（H30実績見込み）】

・引き続き実施

①外国人労働者の就労環境の整
備、不法就労等の防止

・外国人求職者が多い地域のハローワーク等に通訳・相談員を配置す
ることによる、職業紹介・相談等体制の整備・充実

・「外国人労働者の雇用管理の改善等に関して事業主が適切に対処す
るための指針」に基づく雇用管理改善指導

・不法就労の疑いのある事案を把握した場合における関係行政機関と
の連携

・外国人求職者が多い地域のハローワーク等に通訳・相談員を配置す
ることによる、職業紹介・相談等体制の整備・充実

・「外国人労働者の雇用管理の改善等に関して事業主が適切に対処す
るための指針」に基づく雇用管理改善指導

・不法就労の疑いのある事案を把握した場合における関係行政機関と
の連携

・引き続き実施

・引き続き実施

・引き続き実施

②東京オリンピック・パラリンピッ
ク等の建設需要に対応するため
の緊急かつ時限的な外国人材の
活用

・東京オリンピック・パラリンピックの関連施設整備等による一時的な建
設需要の増大に対応するため、緊急かつ時限的措置として外国人建設
就労者受入事業を実施
【受入人数　2,738人　１月末累計】
※確定値　受入人数：2,983人

・東京オリンピック・パラリンピックの関連施設整備等による一時的な建
設需要の増大に対応するため、緊急かつ時限的措置として外国人建設
就労者受入事業を実施
【受入人数　4,505人　１月末累計】

引き続き実施

※　各欄の【】内の実績について、時点の記載がないものは、当年度末現在。

６　外国人労働者への対応

４　雇用改善推進体制の整備

５　円滑な労働力需給の調整等による建設労働者の雇用の安定等
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